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第２０５回  エフエム栃木放送番組審議会   議事録 

 

 

１  開催年月日    平成２７年１月８日（木）  １１：００～１２：００ 

 

 

２  開催場所   宇都宮グランドホテル  

 

 

３  委員の出席    委員総数 ７人 

出席委員数  ６人 

 

（１） 出席委員の氏名   片山 貴之 （委員長）  

古磯 勝子 （副委員長） 

青木 敬信 

長  茂男 

君島 理恵 

畠山 大 

 

（２） 欠席委員の氏名   早川 冨美子 

 

 

（３） 放送事業者側出席者  大森 敏秋（代表取締役社長） 

佐藤  望（放送部長）  

古寺 雄史（放送部課長） 

 

 

４ 議題 （１）番組の試聴及び意見交換  

（２）その他  

（３）次回開催日程について  

 

 

５ 議事の概要 

 

（１）番組の試聴及び意見交換  

１月１日に放送した特別番組「ブラックベリー２０１５」について、試聴と意見交換を行った。  

 

事業者  

開局当初からお正月の特別番組として放送している「ブラックベリー」は、  

通常の自社制作番組が謎の海賊放送局にジャックされ、ブラックネタになったという設定で、  

リスナーに初笑いを届けようという番組です。  

各番組で考えたショートコント風のネタを、今年は１時間４０分間に渡って放送しました。  
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【  番  組  の  試  聴  】  

 

委員： 

これまでの審議会では試聴しなかったタイプの番組だったが、海賊に乗っ取られたという設定は

ユニークだ。 

また、音楽も効果的に使われていて、個々のネタもよく作り込まれており、楽しく聞けた。  

今回は縮尺版の試聴だったが、本放送を全部聞きたくなった。  

 

委員： 

「そこまでやっていいの？」と思うような放送で、普段の放送でのイメージとは全く違うキャラで

話す出演者もいたが、その新たな魅力を感じることが出来た。  

 

委員： 

特に謝罪会見や、ソクラテスを靴下みたいな名前と言ったネタなどが面白かった。  

 

委員： 

遊び心が満載で、内輪ネタから社会風刺のようなネタまでラジオ番組らしく自由に表現していた。 

また、多くの出演者が、楽しみながらパロディに挑戦しているのが伝わってきた。  

一見くだらないと感じられることにも、こうして懸命に取り組んで各々が作品を仕上げたことに、 

ベリーの放送スタッフの活力や意欲を感じることが出来た。  

 

委員： 

ブラックベリーは、どのように制作しているのか？  

 

事業者： 

担当番組のパロディ版など、各自が小ネタを作って持ち寄り、それをオムニバスで放送した。 

スタッフは年末年始の番組制作などで、かなり忙しい時期ではあるが、頑張って制作してくれた。 

 

委員： 

２年ぶりの放送ということだが、ブラックベリーを去年、放送しなかった理由は？  

 

事業者： 

制作に向けてのスタッフのテンションがイマイチ上がっておらず、放送を見送ることとした。  

 

委員： 

来年も制作のテンションが上がるならば、また新作を放送してほしい。  

 

委員： 

多少ブラック過ぎるネタもあったが、過激な内容の一部のネット受け番組に比べると、  

この番組には好感が持てた。あのようなネット番組は、深夜帯の放送に限定すべきかと思う。 

 

委員： 

単なる悪ノリの放送は聴いていて不愉快だが、ブラックベリーはそういうものは少なかった。  

放送としてきちんと弁えつつも、スタッフが伸び伸びとユーモアを表現しようとしていた。  
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委員： 

今回のブラックベリーの放送に関する苦情はあったか？  

 

事業者： 

現時点では無い。年始は、普段の過ごし方と違う時期で、例年、聴取率的には厳しい時期では  

あるが、普段の放送を聴いていなかった人が聞くチャンスととらえている。普段、弊社の放送を  

あまり聞かないという方で、思いがけずブラックベリーを聞いてしまったという方も楽しんで  

もらえたらと思う。  

 

委員： 

頑張って作ったのが感じられるのに、時期的にあまり聞かれないのはもったいない。  

番宣などでアピールして、普段の放送を聴いている人が聞き逃すことのないよう配慮がほしい。 

 

事業者： 

年末年始は他にも特別番組が多く、番宣の本数はなかなか多くすることが出来ない。  

 

委員： 

年に１回の放送だから、ここまで頑張れたのかもしれないが、年に一度といわず、  

もっと放送頻度を増やしてもいい。元日の放送でもいいのだが、年忘れと称して、年末にやるのも

ありだし、４月１日のエイプリルフールの日に放送するのもありだと思う。 

 

委員： 

とても面白い試みの番組であり、この番組が放送スタッフにとって良いリフレッシュになったと  

思われる。ここで得た刺激を、それぞれが担当する番組での新発見や、  

新たな番組への制作意欲に繋げていってほしい。  

（以上） 

 

（２）その他  

なし 

 

（３）次回開催日程について  

次回の開催を３月５日（木）とすることについて、全出席委員の了解を得た。  

 

 

６  答申または改善意見に対してとった措置および年月日  

  なし 

 

７  答申または意見の概要を公表した場合、公表の方法および年月日  

（１）放送  １月２５日（日）午後７時５５分の「レディオベリーインフォメーション」内  

（２）書面  本社事務所に備え置き  

（３）インターネット  エフエム栃木ホームページ内  

 

８  その他の参考事項  

なし 


